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欠損マウスを用いて詳細に行った。   
【材料および方法】  


































灰化を抑制した。CCN6は石灰化には効果を示さなかった。   









た。一方CCN3は石灰化に対しても強力な抑制効果を示し、CCN4も石灰化には抑制的に働いた。   
【結 論】  
本研究から得られた知見は以下の3点にまとめることができる。  
1．CCN2は軟骨・骨芽細胞の正常な増殖、分化・成熟、石灰化に必須の因子である。  
2．CCNファミリータンパク質は軟骨・骨芽細胞の分化段階に応じて発現が制御されており、促   
進または抑制的効果を発揮して軟骨・骨組織の発生に貢献している。  
3．CCN3は両組織でCCN2と相反する機能を有しており、CCn2とccn3の間にはなんらかの制御   
機構が存在することが強く示唆される。さらに骨芽細胞においてはcc乃2はぐc〝4の発現制御  
にも関わっていることが推察される。   




を探ったものであーる。   
その結呆、CCN2欠損により、軟骨細胞および骨芽細胞の増殖能および基質合成能  
が低下し、その結呆石灰化が遅延したことから、CCN2が軟骨細胞および骨芽細胞の正  





ことが明らかとなった。   
CCNファミリータンパク質は軟骨・骨芽細胞の分化段階に応じて発現が制御されており、  
促進または抑制的効果を発拝して軟骨・骨組織の発生に貢献している。   
これらの知見は軟骨・骨組織の発生段階における分子機構を知るうえで非常に有用な  
研究であり、よって、本研究は博士（歯学）の学位論文に値するものと認めた。   
